
MustとWant

MustとWantの使い方・進め方（第2回目）



選択の意思決定のフロー

【第１段階】

目的を明らかにする ～何のために。何が目的で。

【第2段階】
意思決定のための

条件を洗い出す ～選択すべき条件は何があるか

【第3段階】

条件をMustとWantに分ける

【第4段階】

評価する（決定する）



【第1段階】目的を明らかにする

身近な事例、「普通科高校進学における志望校決定」について考えてみましょう。

志望校決定の条件例として、以下の表にまとめてみました。
もちろんこれ以外に、考えられる要素はあるでしょう。
あくまでも、一例です。

今、あなたは、第一志望校をＡ校、Ｂ高、Ｃ高の内、どの高校にするか迷って
います。

MustとWantを使って、意思決定（第一志望高校の選択）をしてみましょう。



【第2段階】意思決定のための条件を洗い出す

条件

家から１時間以内

入学金や授業料が安い

男女共学

進学率が高い

有名大学進学率が高い

校則が厳しくない（髪型や髪の色）

アルバイトが禁止されていない

入りたい部活がある

入りたい部活が有名

学校の知名度が高い

制服がカッコいい（カワイイ）

食堂がある

教室は冷暖房完備

IT設備や図書室が完備



【第3段階】条件をMustとWantに分ける

条件 Must Want 選考外

家から１時間以内 ○

入学金や授業料が安い ○

男女共学 ○

進学率が高い ○

有名大学進学率が高い ○

校則が厳しくない（髪型や髪の色） ○

アルバイトが禁止されていない ○

入りたい部活がある ○

入りたい部活が有名 ○

学校の知名度が高い ○

制服がカッコいい（カワイイ） ○

食堂がある ○

教室は冷暖房完備 ○

IT設備や図書室が完備 ○


